
















増 回 達 也
工 』う主二与 博 士
第 7 0 0 7 τEヨコ
昭和 60 年 10 月 9 日




























第 5 章，第 6 章および第 7 章では，第 4 章で開発した強連結構造の半順序構造化手法を種々の実際問
題，すなわち一対比較多数決を基礎としたランキング問題(第 5 章) ，シミュレーションにおける計算















てもつ 0-1 線形計画問題の形にそれぞれ定式化できることを明らかにしている D
(2) 上記の半順序構造化問題を解くための手法として，緩和法の概念を導入した効率のよい手法を考案
している口この手法は原問題を直接解く代わりに規模の小さい一連の部分問題のみを逐次解いていく
乙とにより，最終的 iこ最適な半順序構造を得るようになっている。したがって，乙の手法を用いれば
従来不可能とされていた構成要素数が数百かつサイクル数が数万の大規模強連結システムの半順序構
造化も容易に行うことが可能となっている。
(3) 新しく考案した半順序構造化手法を種々の実際問題に応用することにより，強連結システムの半順
序構造化の意義を実際面から明らかにするとともに，手法の実用性および有効性を実証している。
以上のように本論文は，大規模強連結システムに対する極めて有効な構造分析手法を与え，システム
工学ならび‘に制御工学の分野に寄与するところ大で、ある D よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める口
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